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東 邦 大 学 医 療 セ ン タ ー 佐 倉 病 院

患者の権利

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます
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基 本 理 念

●質の高い医療を安全に提供する病院

●地域に貢献する病院

●人間愛を共有する病院

●楽しく明るくチャレンジする病院

●良き医療人を育成する病院

～ 患 者 さ ん と 病 院 を 結 ぶ 情 報 誌 ～

　コロナワクチンの４回目接種が始まっていま
す。佐倉市では、「60歳以上」または、「18歳
以上60歳未満で基礎疾患を有する」市民を対象
としています。そして、基礎疾患の範囲の項目と
して「BMI（body mass index：体重/身長２）
30以上を満たす肥満の方：身長160cmで77kg
以上」が挙げられています。WHO（世界保健機
関）の肥満の基準であるBMI＞30は日本では人
口の約４％でありますが、欧米では30％に達し
ておりCOVID-19（コロナウィルス感染症）の
重症化リスク因子として強調されています。理由
として、COVIDの病態はウィルスが血管内皮細
胞に結合することによる、血管病変、血栓症、肺
障害であるとされており、肥満状態では血管病変
に関連する、糖尿病、高血圧、心血管疾患、脳血
管疾患、脂質異常症、血液凝固能亢進、血栓症の
発症傾向が高く、また肺障害に関連する肺活量の
低下、睡眠時呼吸障害（睡眠時無呼吸）が併存す

るためです。これらの併存症を発症した肥満は、
「肥満症」と定義されて寿命の短縮につながるこ
とが広く知られ、肥満症は世界的な医療課題と
なっております。特にアジア人においては、BMI
＞27.5から有意に糖尿病発症リスクが上昇しま
す。肥満症には遺伝、出生体重、家族、生活環
境、認知行動など様々な因子が小児期から老年期
にいたるまで、生涯に渡って関与することも知ら
れています。そのため治療には総合的かつ持続的
な方針と介入が必要となります。当院では、複数
の診療科・部門による総合診療体制を構築し全人
的医療として取り組んでおります。その中で外科
適応となるのは合併症を発症している内科治療難
治の高度肥満症例であり、当院では腹腔鏡手術に
よる低侵襲術式の施行と先進医療申請を進め、本
年まで200例以上に施行しております。今後もさ
らに安全性と有効性を担保した総合診療体制を継
続してまいります。

東邦大学医療センター佐倉病院　副院長　外科　岡住 慎一

　「認定看護師」や「専門看護師」という名称の看護師がいる
ことをご存じの方は増えていると思いますが、「特定看護師」
という名称については、まだ聞きなれない方が多いのではない
でしょうか。特定看護師とは、2015年 10月より開始された
「特定行為に係る看護師の研修制度」に基づき、「特定行為」と
位置付けられた診療の補助として実施できる21区分 38行為
の医行為を実践するため、指定の研修機関で専門的かつ高度な
知識や技術を学び、修了認定を受けた看護師のことを指します。
（令和4年 3月時点で特定行為研修修了者は全国で4832名）
　特定行為研修を修了することであらかじめ医師が作成した手
順書をもとに、患者さんの状態を見極め、医師の判断を待つこ
となくタイムリーに患者さんに必要な医行為を行うことができ
るようになります。当院では、各分野で特定行為研修を修了し
た看護師が私を含め5名在籍しています。（診療看護師含む）
　東邦大学は 2020 年より指定研修機関に指定され、私は
2021年度、東邦大学看護企画室特定行為研修セクションにて、
術中麻酔管理に関連した6区分 8行為をパッケージ化した「術
中麻酔管理領域パッケージ」を修了し特定看護師となりました。
今後は手術室内で麻酔科医からの手順書をもとに、麻酔中の患
者さんの呼吸器管理・輸液管理・硬膜外カテーテルからの鎮痛
管理などの特定行為を麻酔補助として実践していきます。周術
期にある患者さんが安全に、そして安心して手術が受けられる
ように麻酔科医と協働し、日々研鑽を重ねています。また、特
定行為研修で学んだ医学的知識と今までの看護師としての経験
を掛け合わせ、より質の高い周術期看護実践につなげていきた
いと思います。
　手術室に関連して、皆さんにお知らせしたいことがあります。
2021 年 11 月の HCU 開設・2022 年 1 月の ICU 移設に

引き続き、2022 年 7 月より
手術室を 2室増設し計 10室で
の運用を開始しました。年々増
加する手術件数に対応し、1人
でも多くの患者さんに適切な手
術医療を提供できるようにする
ことを目標としています。また
2020 年 9 月より泌尿器科で
稼働しているロボット手術支援
システム（ダヴィンチ X）にお
いても、手術室の増室に併せて、
新たな診療科での稼働を予定し
ています。より高度な最先端治療を提供できるように体制を整
えていきます。
　佐倉病院の「質の高い医療を安全に提供する病院」「地域に
貢献する病院」という基本理念のもと、手術室看護師・麻酔科
医師・外科系医師・臨床工学技士など手術に関係するスタッフ
が一丸となり、安全で安心な手術医療を地域の皆さんに提供し
ていきたいと思います。今後ともよろしくお願い申し上げます。

術中麻酔管理領域パッケージ特定看護師の紹介
看護部　術中麻酔管理領域パッケージ特定看護師　山角 卓

肥満症に対して
チームで取り組む総合治療

編集・発行：東邦大学医療センター佐倉病院　広報委員会
　　　　　　〒285-8741　佐倉市下志津564－1
　　　　　　T E L . 0 4 3 －4 6 2 －8 8 1 1 （ 代 表 ）
発　行　日：2022年10月【年4回（1・4・7・10月）発行】
Ｕ　Ｒ　Ｌ：https://www.sakura.med.toho-u.ac.jp

外来受診のご案内
■開扉時間　8：10
■受付時間　初診 8：30～11：00　再診 8：30～11：00
　　　　　　※一部診療科では午後の受付となる場合があります
■休 診 日　日曜日・祝祭日・第3土曜／創立記念日（6月10日）
　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）
■代表電話番号　043-462-8811
　予約変更専用　043-462-0489（平日14時～16時）
■健康保険証（原本）、その他の公費負担受給者証（原本）を必ず
　ご持参下さい。
■各科外来担当医はホームページをご覧ください。

※ 平日同様に外来・手術等を
しております。

平日診療体制
※ 救急のご依頼はお問い合わせ
ください。

休　診

◆院内すべての方にマスク着用
および手指消毒の徹底をお願い
しております。

◆随時体温測定などをおこない、
体調の管理・感染予防に努めて
おります。

◆感染症対策のために入院患者さ
んへの面会を制限しております。

　ストレスフルな毎日が続いておりますが、予断を許さない状況
に変わりありません。改めて身を引き締めて頂き、「新しい生活
様式」の実践と、感染対策・予防に努めてくださいますようお願
い申し上げます。

　　 7つの感染予防策（厚生労働省ホームページより） 　　

2022年度 診療体制変更（祝日・土曜）について
以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

感染症対策への取り組み

開催予定日時：11月26日（土）14：00～15：30
担当：脳神経内科・放射線科・メンタルヘルスクリニック・

脳神経外科・薬剤部・リハビリテーション部・
看護部・臨床心理士・ソーシャルワーカー

＜地域で考えるケアと治療＞
認知症と共に歩む～予防と治療ケア

佐倉病院WEB公開講座のお知らせ

　身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を企画しており
ます。多くの市民・医療関係者の皆様にご参加いただき、病気
の予防や早期発見、地域医療の発展に役立てていただければ
と存じます。
　講演テーマなどの詳細につきましては、院内掲示および
ホームページなどでご案内致します。ご不明な点や講演テー
マのご要望などございましたら、総務課にご連絡下さい。

担当：教育支援室

WEBでのご参加をお待ち致しております

祝　日
2022年 10月10日（月）
2022年 11月23日（水）
2023年 1月 9日（月）

土　曜
2022年 10月29日（土）
2022年 11月 5日（土）
2023年 1月 7日（土）
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　2020年９月にロボット支援手術システム『ダヴィン
チX®』が、佐倉病院に導入されました。ロボット支援
手術認定医である宋本医師を中心に、現在は週３件の
ペースでダヴィンチを用いた前立腺全摘除術を行って
います。2021年度は約100例のロボット支援手術を
行いました。
　従来、前立腺全摘除術は、手術中の出血の問題や術後
の尿失禁などの問題がありましたが、ダヴィンチを用い
る事で、より正確で繊細な手術が可能となり、出血量の
飛躍的な軽減、尿失禁などの術後の合併症の回避や早
期の回復が可能になっております。
　当院に導入されたダヴィンチは、
第４世代と進化した型であり、泌尿
器科だけでなく、消化器・胸部・婦
人科などの手術にも既に幅広い保
険適用があります。本年７月より、
手術室が増室され、ロボット支援手
術専用手術室も設置されました。
今後、泌尿器科のロボット支援手術
のさらなる増加と、消化器外科で
の胃や大腸に対するロボット支援
手術の導入が予定されています。
　ロボット手術システムの導入に
は、ある程度の熟練度が必要とさ
れます。手術を行うには、ダヴィン

チの製造元であるIntuitive Surgical社の定めるトレー
ニングを受講する必要があるほか、新規術式の導入には
安全性の担保などが重要です。当院では、外科系医師だ
けでなく、手術部・麻酔科のスタッフや機器管理などの技
師を含めて多職種で連携し、安全に施行できるように管
理されています。またロボット手術の上達は、従来の腹腔
鏡手術よりも早いと言われており、現在泌尿器科では、３
名のロボット支援手術認定医が在籍しています。今後、さ
らに優れたロボット支援手術認定医が多く誕生し、皆様
の手術を担当させて頂く事になる事が期待されます。

当院でのロボット支援手術の現状と今後の展望
副院長　泌尿器科　鈴木 啓悦

佐倉病院 臨床工学部について
臨床工学技士　中村 敦

　佐倉病院の臨床工学部は12名の臨床工学技士により活動してお
ります。臨床工学技士は名称からは何を業務としているのかイメー
ジしにくい職業ですが、病院内の人工呼吸器や人工透析装置、人工
心肺やECMO（エクモ）などをはじめとした生命維持管理装置を
中心に、病院内で利用される様々な医療機器を管理するスタッフで
す。医療機器の準備やトラブル対応、安全性を担保する為の定期的
な点検作業を行い、医療機器を利用される患者さんにトラブルも無
く安心して使用できるよう努めております。また、血液透析療法や
心臓カテーテル治療、心臓外科手術などの治療現場でも臨床工学技
士が従事しております。医師や看護師をはじめとする様々な医療ス
タッフと協力しながら、医療機器を扱う立場として治療を安全・円
滑に進められるよう業務に取り組んでおります。
　近年、医療技術の発展と共に次々と新しい医療機器が生まれてい
ます。我々、臨床工学技士も時代の流れに取り残されないよう日々
研鑽し、「機械に扱われる」のではなく「機械を扱う」側となれる
ことを目標に、医療を必要とされる方々に安心と安全を提供できる
よう努めていきます。これからもご支援ご協力の程よろしくお願い
申し上げます。

『ダヴィンチX®』を操作中の宋本医師
2021年10月にダヴィンチ100例目を
達成した際に頂いた記念の盾です

新任・昇任のご紹介

心臓血管外科　臨床講師　田中 千陽
　2022年４月に心臓血管外科に赴任いたしました。私は2008年に東海大学を卒業し、
その後心臓、大血管、末梢血管に至る心臓血管外科診療に従事してまいりました。また主
に弁膜症に関する研究を行い、国内外にて知見を広めてまいりました。
　循環器領域は生活習慣病を背景とした疾患が多く、患者様の人数が年々増加していま
す。急激に発症し命を脅かす疾患、慢性的に血管を蝕んでいく疾患を扱いますが、外科治
療が必要な患者様も多く心臓血管外科の地域での役割は大きくなっております。同時に医
療技術も向上し、心臓血管外科はより高度な技術が求められています。例えば大動脈瘤に
対して大きく切開する従来の手術だけでなく、カテーテルを用いた血管内治療も行なって

おります。また比較的初期の病変に対しては、小さい傷で心臓手術を行う低侵襲手術も選択肢になります。私
たち心臓血管外科は一丸となり、良い治療を提供できるよう取り組んでおります。
　元気だった方が急に命を落としてしまわないように、患者様に寄り添いより良い未来が描けるように、心臓
血管外科医の腕の見せ所です。患者様の安全のために日々研鑽を積んでいく所存です。これからどうぞよろし
くお願いいたします。

新 任

外科　院内講師　北原 知晃
　この度、東邦大学医療センター佐倉病院外科学講座の院内講師に昇任いたしました。
　東邦大学医学部医学科を平成19年に卒業後、同年４月より研修医として佐倉病院に就
職して以来14年間に渡り、地域に密着した医療を心がけ治療を行ってきました。
　私は現在外科医として、胃癌や大腸癌に対する手術療法や抗がん剤治療を中心に治療を
行っています。手術療法は開腹手術から腹腔鏡手術、最近ではロボット手術といったよう
に、技術の向上に伴って治療選択肢も増えていますし、抗がん剤治療についても現在は
様々な薬剤が開発され、癌の予後も期待できるようになっています。

　他病院との連携も行いながら、それぞれの患者さんに最適の治療が提供できるように努めてまいります。お
困りのことがあれば相談いただければ幸いです。よろしくお願いいたします。

昇 任

眼科　講師　橋本 りゅう也
　2021年４月より米国アイオワ大学眼科留学を終え帰国し、東邦大学眼科学講座（佐
倉）に帰局いたしました。私は東邦大学を卒業後、2012年に東邦大学医療センター佐倉
病院眼科に入局し、臨床では主に糖尿病網膜症や網膜剥離などの網膜硝子体疾患に対する
診療・手術を担当してまいりました。研究ではレーザースペックル・フローグラフィーと
いう『眼の血流』を測定できる機器を用いて得られたエビデンスを日常診療や手術に活か
し、より低侵襲な手術、より良いタイミングでの治療介入を心掛けております。なぜ『眼
の血流』が大切かというと、網膜には多数の血管が走行しており、血液の流れが悪くなる
ことが視力障害の主な原因になることが多いからです。当科は平成３年の開設以来、難治

性網膜硝子体疾患に対する治療に力を入れておりますが、現在も最先端の硝子体手術システムや薬剤を用いて
治療に当たっております。これからも地域の皆様の目の健康（Quality of Vision）を守るため、国内そして海
外で培った経験を活かし患者様にご満足頂ける診療と最先端の治療に邁進してまいります。今後とも宜しくお
願い申し上げます。

昇 任


